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2011年3月11日、
地震後のトイレが使えない
状況で、備蓄の必要性を実感

子供も大人もみんなが育ちあう、家庭的な保育園

おもてなしの心で地域に開かれた保育園を
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江東区白河かもめ保育園
園長
菊地 元樹 様

江東区白河かもめ保育園は、「大きなおうち」を理念に子どもも大人もみんなが互いに

支えあい育ちあう、家庭的な保育園をつくっています。周りを緑で囲まれた園庭に園

児たちのにぎやかな声が響き渡ります。

「ご家庭と同じ環境を作ることにより第２のおうちとして一人ひとりのお子さんが笑顔あ

ふれる毎日を過ごすことができます。男性の保育士が多いことも、家庭環境のお父さん、

お母さんとのかかわりを意識しています。」（菊地園長先生）園児たち手作りの野菜が実る

「かもめファーム」や緑のカーテンなど、自然を通じて健やかな保育を目指しています。
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社会福祉法人　東京児童協会　大きなおうち

ラップポン事業部  〒112-0002 東京都文京区小石川1-3-11

「安心・安全を第一に日頃から地域と密接に関わりを持つように心がけています。ボラン

ティアの方々が出入りされ、保育園を見守ってくださっています。そして地域に恩返しが出

来るよう、おもてなしの心を忘れずに運営しています。」（菊地園長先生）

2011年3月11日、東日本を未曾有の災害がおそっ

た。「日頃から避難訓練を重ね、園児を安全に誘

導することができましたが、水道管が破裂した

り、屋外避難のために屋内に入ることが出来な

かったり、災害時に屋外で使用できるトイレの備

蓄の必要を感じました。また、地域の皆さんが避

難されてくることも想定し、防災用品を追加して

取り揃え、万全を期すようにしました。」

現在は園庭の防災倉庫にラップポンが保管されて

おり、緊急時のトイレ対策も進められています。
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